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検証・環日本海輸送ネットワーク

－日中経済協力会議運輸分科会報告＆分析－

元秋田経済法科大学教授

千　葉　康　弘
　第８回目の日中経済協力会議が2007年6月1日～3日に渡って新潟市朱鷺メッセで開催された。運輸分科会では「環日本海輸送ネットワークと日中間協力」のテーマで開設された。中国側、中国東北３省１自治区４名、日本側から３名の報告それにフロアーからの質問等もあり多様な議論がなされた。以下、総括報告及び各報告の若干の検証を試みる。

Ⅰ.総括報告

今後の日中間の協力に関し、関係各国間の輸送に関する諸ルールおよび条件整備を推進するとともに、国際輸送貨物拡大のために相互に協力することの意見交換が行われ、情報共有の必要性及び、協力方策が話し合われ、以下の点が確認された。

１）吉林省、黒龍江省、内モンゴル、遼寧省が日本海にその出口を設置するための具体的方策を研究するとともに、環日本海経済圏及び渤海経済圏の連携を研究する会合を日本及び中国が共同で設立し、そこに案件に応じ、ロシア（韓国・モンゴル・北朝鮮）の参加を求めることとする。
２）吉林省、黒龍江省、内モンゴルと日本を直接つなぐ日本海横断交流海上航路の一日も早い開設に向けて、日本及び中国は連携することとする。

３）四川大地震の教訓に基づき、日中における災害対応型＆平和構築型の視点から輸送回廊の研究を始めることとする。 

１）２）について、中国東北３省１自治区地域と日本との輸送ルート接続の可能性とその意義と効果について議論が交わされた。

日本側から①新設海上航路・日本海横断国際フェリー事業、②第２東方水上シルクロード航路、及び、③地球環境に優しい運輸の視点から海上・鉄道複合一貫輸送・シーアンドレール構想、中国側から④国際工業園区の建設と交通輸送通路の開拓、⑤綏芬河貿易回廊鉄道及び日本海海上輸送を活用するハルピンと上海間のコンテナ輪送、⑥大連港を出発とするユーラシアランド・ブリッジの整備、⑦綏芬河貿易回廊鉄道と図們江貿易回廊への内蒙古自治区の取組、が紹介された。また、補足説明として日本側から、昨年、ウラジオストックで開催されたUNDPで報告（三橋報告）された図們江地域の海底トンネル活用の海上国際港湾構想の紹介もなされ、各地域の多様な日本海交流における新たな挑戦につき建設的な話し合いがおこなわれた。

３）については四川大地震が日中経済協力会議・運輸分科会に投げかけたメッセージは何か、の課題のもと、自治体間の協定などの検討を含め、災害対応型＆平和構築型の輸送回廊の研究を始めることの必要性等につき話し合いがおこなわれた。

以上、各報告及び意見交換等（フロアからの質問含む）の集約である。

過去７回に渡る日中経済協力会議の信頼醸成の集積の中、両国の戦略的な平等互恵関係に基づく新次元の“共生の航路”を模索する未来志向の建設的分科会となった。

Ⅱ　検証－要約－

日中両国の東北地方間の直接交流路として必要性が叫ばれて久しい。日中の東北地方は従来以上に協力関係を深めて、この実現を目指すことが重要であるとの観点から、本分科会で議論されたそれぞれの輸送貿易回廊と新設海上航路の課題と今後の取り組み、関係諸国の経済発展の展望等について検証する。

（１）三橋報告「日本海横断国際フェリー事業の意義と現状と課題」

（財）環日本海経済研究所特別研究員三橋郁雄氏の報告である。三橋氏はこれまでの日中経済協力会議運輸分科会及び『北東アジア輸送回廊ビジョン』作成などで主体的な役割を果たしている。

日本海をまたぐ吉林省と日本との間の交流の重要性とその具体化に向けての動き、及び実現に向けての課題についての報告がなされた。事例として「日本海横断国際フェリー航路」と図們江地域の海底トンネル活用の海上国際港湾構想の紹介もなされた。（詳論は別紙にて）

（２）加藤報告「東方水上シルクロード航路および日本海交流における新たな挑戦」

東方水上シルクロード貿易促進協議会ハルピン代表処　首席代表　加藤俊一氏の報告である。

「東方水上シルクロード航路」（1992年7月～）、中国黒龍江省哈爾濱から松花江・黒龍江・アムール川・日本海を経て酒田港に至る全長2,800kmの川・海一貫輸送の新航路（黒龍江省側は、「江海聯運航路」）と「陸海聯運ルート」、即ち「綏芬河ルート」として実験輸送（2007年2月）が行われた「第二東方水上シルクロード航路」（1999年10月～検討）を紹介。これルートは、東方水上シルクロード航路と共に、日本側起点港を酒田港とし、検討、国土交通省東北地方整備局と酒田港湾事務所（調査機関・国際臨海開発研究センター）の協力そして、黒龍江省の全面的なご支援で「綏芬河ルート」の実験輸送に取り組みである。輸送ルートは酒田港一釜山港一ボストチヌイ港一ウスリースクーグロデコボ→綏芬河一哈爾濱というルート。

（３）渡部報告：「秋田港での日本海横断輸送（海運＆鉄道）についての状況と今後に向けての課題－仙台、秋田、沿海州、シベリア鉄道、北欧州へとつながる交通ネットワーク－」

秋田海陸運送（株）代表取締役社長渡部幸男氏の報告である。

　現在、秋田港は環日本海物流を取り込んだ船と鉄道を組み合わせた輸送体系の構築を秋田港をモデルに実施した環日本海シーアンドレール構想実証実験（2008.2、国土交通省東北地方整備局が地域活性化施策の一環として）を報告。極東ロシアの港との間で航路が開設されれば中国東北部と対岸を結ぶルートが整備され、日本海横断交流に直結し、シベリア鉄道を活用したロシア・ヨーロッパへの物流ルートの確保について検討することが実証実験の目的です。この構想では、コスト面と同時にCO2削減効果を全面に出し、地球環境に優しい物流方式である。国際社会においてCO2の削減が求められている中で国際物流における鉄道輸送、海上輸送の戦略的な拡充が必要と力説。

（４）陳報告（黒龍江省商務庁国際経貿関係処長）：「綏芬河貿易回廊鉄道及び日本海海上輸送を活用したハルピンと上海間のコンテナ輪送についての報告」を報告。従来からの黒龍江省の対岸港湾、ロシア沿岸州地区の港湾と日本海を利用し展開する海上輸送状況について、三つの方向から紹介された。①新規航路開通の必要性：対日貿易の現在の二つの輸送ルートの欠点を指摘、新規の輸送ルートとして陸海聯運ルートを紹介。このルートはロシア沿岸州の港湾を利用して、太宗貨物を中国の東南沿岸地域に輸送する「出境不輸出」（他国港湾を利用して貨物を出境するが輸出では無い、国内輸送ルート）方法を取り、実証実験（2007年）を行う。次の四つの提案がなされた。①黒龍江省と日本、そしてロシア沿岸州地区の三方により、江海聯運と陸海聯運ルートの実質実務面での関係強化を図り、貨物輸送量を増加させ、輸送コストを下げ、これらの航路を試験輸送から不定期輸送航路へ、そして、最終的には定期航路へと変革していく。②黒龍江省と日本そしてロシア沿岸州地区の三方港湾関係部門による通関制度、港湾処理能力、鉄道輸送代理などの面における関係強化を図り、サービスと通関速度の向上を図る。③貨物の江海聯運と陸海聯運ルートの情報公開舞台を設立し、貨物追跡や情報の共有化を図る。④黒龍江省と日本そしてロシア沿岸州地区の三方関係部門で、江海聯運と陸海聯運が真に三方の貿易拡大ルートになるために、江海聯運、陸海聯運ルートに存在する問題について意見交換し、共同で解決方法を探り、不定期でも良いので共同会議を開催する。

５　蔡報告：吉林省図們江地区開発領導小組弁公室国際合作処　処長が「国際工業園区の建設と交通輸送通路の開拓」を報告する。図們江地区の国際工業園区の建設事業は交通輸送通路の開拓にとって重要な一環との視点で報告。三年前、新潟環日本海経済研究所が「対日本陸海上連合輸送線」を提案、現在進行中の中、韓、日、ロの港を結ぶ「日本海定期航路」が開通することによって、モンゴル、中国東北地区から日本乃至北アメリカ、ヨーロッパまでの距離と運送コストを大幅に縮めることがでるとして、「日本海横断国際フェリー事業」を北東アジアゴールド水上航路と位置づける。大連輸送回廊に配慮しつつ、新しい航路の早期開通により、図們江地区の国際工業園区と交通輪送通路の開拓を力説する。

（６）孫宏報告（大連港集団有限公司）が「ユーラシアランド・ブリッジの整備について－日本との合作を強化－」報告する。シベリアランド・ブリッジと中国江蘇省の連雲港を起点とするチャイナ・ラウンドブリッジを分析、大連港を出発点とする、第３のユーラシアランド・ブリッジルートとして「新ユーラシアランド・ブリッジ」を紹介す。これは、シベリアランド・ブリッジの新しい出発点を目指しており、「大連～満州里～モスクワ」という新しい輸送ルートの整備事業として実行されている。この二つの輸送ルートはロシアのボストチヌイ港と阿拉山口の取扱能力不足、通過国の数が多く手続きが煩雑という問題が存在し、市場のニーズに対応できないという現状を指摘し、中、日、韓、ロシアなど相互利益を実現できる手段として、大連発のユーラシアランド・ブリッジを提案する。

（７）哈斯報告（内蒙古自治区発展改革委員会外資処副処長）が「綏芬河貿易回廊鉄道と図們江貿易回廊の今後の発展展望」につき報告。綏芬河貿易回廊と図們江貿易回廊との内モンゴル区間鉄道の現状と計画について紹介された。内蒙古自治区満州里から黒龍江省碾子山区への鉄道の輸送ルート・綏芬河貿易回廊は浜州鉄道線（東北地方の東西方向鉄道幹線の一部）を経由し、ロシアに通じる国際鉄道路線の一つとして機能する。また、図們江貿易回廊内モンゴル区間の鉄道計画（内蒙古自治区イルシから吉林省白城市への鉄道）は図們江貿易回廊の主な交通幹線は吉林省琿春一図們一延吉一長春一白城の鉄道路線から内モンゴル域内に入り、中蒙辺境口岸（通関地〉都市であるアルシヤン（阿爾山）とつながり、西に向かってモンゴル国に至ります。この鉄道によってモンゴル国に延辺州を通って日本海の諸港に入る近道を提供することが可能となる。日本各界の内モンゴルの建設への参加が要請された。
〔参考〕「北東アジア輸送回廊ビジョン」9本の輸送回廊

ワニノ・タイシエット輸送回廊（ワニノ～タイシエット～SLB）

シベリア・ランドブリッジ（SLB）輸送回廊（ロシア沿海地方港湾～欧州）

綏芬河輸送回廊（ロシア沿海地方港湾～綏芬河～ハルピン～満洲里～ザバイカリスク～SLB

図們江輸送回廊（図們江地域～長春～モンゴル東部～SLB）

大運輸送回廊（大連～瀋陽～長春～ハルビン～黒河～ブラゴベシチェンスク～SLB）
天津・モンゴル輸送回廊（天津～北京～ウランバートル～SLB）

チャイナ・ランドブリッジ（CLB）輸送回廊（連雲港～中国西部～カザフスタン～欧州）

朝鮮半島西部輸送回廊（釜山～ソウル～平壌～新義州～瀋陽～ハルビン～SLB）

朝鮮半島東部輸送回廊（釜山～羅津・先鋒（羅先）～ハサン～ウスリースク～SLB）

検証：共通課題・問題点　北東アジア輸送回廊において、国境における不連続点は以下である。

　①　鉄道・道路の未接続による不連続点

　②　鉄道ゲージの相違による不連続点

　③　国境通過に伴うCIQ手続き・検査による不連続点

トラック交通の乗り入れ範囲の制限による不連続点

北東アジアの輸送回廊を利用した円滑な輸送のためにはこうした不連続点の解消が不可欠である。

出所：ERINA Booklet Vol.1(2002.6) 「北東アジア輸送回廊ビジョン」

